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研究成果の概要（和文）：ビルマ語はチベット＝ビルマ語派ビルマ語群に属する東南アジアの主要言語の一つで、12世
紀にまで遡る大量の文字資料を持つ。本研究では、ビルマ語および隣接諸言語の碑文テキストを外注入力し、写真撮影
調査で得られた碑文画像も参照しつつ電子コーパス化した。
この碑文コーパスに基づき、ビルマ語の音韻・文法およびビルマ文字の体系の通時的研究を行った。また碑文コーパス
とフィールド調査で得られた言語データに基づき、ビルマ語・ビルマ文字と周辺少数民族言語・文字の間の相互影響の
研究、ならびに、ビルマ語群マル下位語群の祖語の再構に向けての研究を行った。現在、碑文コーパスのオンライン公
開の準備に向けた作業を行っている。

研究成果の概要（英文）：Burmese is a major language in Southeast Asia, the principal language of Burmish g
roup in Tibeto-Burman branch, and has ample written material which can be traced back to 12cAD. In this re
search project we made a corpus of the inscriptions of Burmese and adjacent languages, by digitizing the t
exts of these inscriptions in roman transcription and checking them by reference to the digital images of 
inscriptions acquired through the fieldworks in Myanmar as necessary.
Based on the corpus we conducted the research on some topics on the diachrony of Burmese phonology, gramma
r and the system of Burmese script. We also conducted the research on the mutual influence between Burmese
 language/script and adjacent minority languages/scripts, and the research toward the reconstruction of Ma
ruic sub-group of Burmish group, based on the corpus as well as data from fieldwork. Now we are preparing 
for the on-line publication of the corpus.
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１．研究開始当初の背景 
ビルマ語はチベット＝ビルマ系言語の中
でチベット語に次いで古い文献の歴史を持
つ言語であり，ミャンマー連邦の公用語であ
るが，ビルマ語研究の進展の度合は，この言
語が持つ上記のステータスに見合ったもの
とは言い難い．碑文に関してはいくつかの基
本資料が存在するが，これらの資料を用いた
言語学的研究は未だ少ない．ミャンマー国内
では綴字・語義の研究，国外でも上記に加え
音韻論の分野に留まり，文法の通時的研究に
至っては未だ手つかずの感がある． 
視野を同系統の言語に広げると，ビルマ語
群に属する少数民族言語の記述研究は一定
の進展をみた．しかし，それらの間の系統的
関係の詳細の解明，とりわけビルマ語群祖語
の再構には至っていない．ビルマ語群に属す
るビルマ語以外の言語からの知見を比較研
究へと還元する試みが，そろそろなされなけ
ればならない時期に来ている． 
ビルマ語の周囲に分布する少数民族言語
のうち，上記のような直近の同系言語以外に
も，モン語，シャン語，カレン諸語などのよ
うに，語彙や文法要素の借用，書記体系の受
容を通して相互に影響しあっているものが
いくつかある．これら言語・文字の自民族研
究者による研究が散見されるが，その中には
民族主義のバイアスが強く実証性に乏しい
ものも少なくない．そのため，資料に基づく
実証的な研究を行う必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，東南アジアの主要言語の一
つであり，12 世紀にまで遡る大量の文字資
料を持つビルマ語を中心としたこの地域の
碑文テキストを電子コーパス化し，それを用
いて，この地域で現在話されるビルマ語，隣
接するモン語，カレン諸語，系統的にみてビ
ルマ語に最も近い少数民族言語ロンウォー 
(マル) 語・ラチッ(ラシ) 語・ツァイワ (アツ
ィ) 語などの歴史・比較・記述言語学的研究，
ならびにモン＝ビルマ文字の文字学的研究
を進展させることである． 
碑文コーパスを用いて行うことを目指し
た研究は，大きく分けて次の 3種類である． 
(1) ビルマ語およびビルマ文字の史的研
究：碑文コーパスの KWIC コンコーダ
ンスを作成し，文字要素とその組み合わ
せの通時的な分布を調べ，そこから音韻
体系の変遷をあとづける．また文法形式
について，その担う文法機能の種類も考
慮して通時的な分布を調べ，文法体系の
変遷を解き明かす． 

(2) ビルマ語と周辺言語との相互影響の研
究：碑文資料を持つモン語やピュー語と
その文字がビルマ語・ビルマ文字に与え
た影響を研究する．また，カレン諸語が
ビルマ語から受けた影響を研究する． 

(3) ビルマ語群祖語の再構に向けた研究：碑
文コーパスの分析から得られる 12-3 世

紀ビルマ語の音韻体系を視野に入れつ
つ，ビルマ語群のうちマル下位語群をな
すロンウォー(マル) 語・ラチッ(ラシ) 
語・ツァイワ(アツィ) 語のデータからマ
ル下位語群祖語再構を試みる． 

 
３．研究の方法 
東南アジアの主要言語の一つであり，12 
世紀にまで遡る大量の文字資料を持つビル
マ語を中心としたこの地域の碑文テキスト
を電子コーパス化した． 
(1) 電子化の対象とする書き起こしテキス
トとして，Old Burmese Inscriptions，5vols 
(1972-1998)および Epigraphia Birmanica: 
being lithic and other inscriptions of Burma，
4vols. (1919-1936), Newly found Inscriptions 
(2005), 『トゥーパーヨン碑文集』(2010), 
『マンダレー王宮碑文集』(2011), 『モ
ン碑文集成』(1965)などを選定した． 

(2) 研究代表者あるいは研究分担者が 2010
年 12月，2011年 12月，2012年 12月-2013
年 1月，2013年 12月-2013年 1月の計 4
回ミャンマーに出張し，バガン遺跡を中
心とするいくつかの地域で，ミャンマー
文化省考古学局の協力を得て碑文の写
真撮影を行った． 

(3) 代表者が考案した現代ビルマ文字綴字
転写表をもとに，現代ビルマ文字正書法
に現れない文字要素や組み合わせに対
応できるようにビルマ文字のローマ字
転写体系を拡張し，それに基づいてテキ
ストの外注入力を行った．入力の過程で
入力仕様中に指定した転写体系にない
変則的ビルマ文字表記の存在が明らか
になった時には，その転写のしかたを定
め転写体系を修正した. 必要に応じて写
真を参照しつつ，入力されたビルマ語碑
文テキストの校正を行なった． 

 
４．研究成果 
(1)ビルマ語およびビルマ文字の史的研究 
①バガン期(AD12-13c)ビルマ語碑文のコーパ
スをもとに，同一の音を表す綴字変異{-uiw'
～-iw'～-uw'～-eiw'}の歴史的分布を調べた．
研究代表者はこれについて 2013 年 8 月の国
際シナ＝チベット言語学会議の発表の中で
扱った． 
②バガン期(AD12-13c)ビルマ語碑文のコーパ
スをもとに，格標識であった{saN~'}が時代を
経るに従って名詞節標識の，さらに文標識の
機能を獲得する通時的過程を追跡した．この
テーマに関して，2012 年 10 月 26-28 日にシ
ンガポールで開催された第 45 回国際シナ＝
チベット言語学会議で研究分担者岡野と研
究代表者が共同で発表"Diachronic Consider- 
ation of Burmese “saN~'”"を行った． 
 
(2)ビルマ語と周辺言語との相互影響の研究 
①連携研究者（加藤）が 2012 年 3 月にヤン
ゴンで，また 2013 年 9 月にタイのターク県



メーソットで，隣接少数民族言語であるポー
=カレン語の語彙・文法調査を行った． 
②モン文字とビルマ文字の関係を示す実質
的証拠を探究した．本来は子音字でない母音
字{a}に末子音字化記号を付加して声門閉鎖
末子音を表す表記法は，インド系文字の中で
碑文モン文字と碑文ビルマ文字にのみ見ら
れ，このことは 2つの文字の間に系統的つな
がりがあることを示唆する．研究代表者はこ
の点を 2013 年 5 月の東南アジア言語学会で
発表した．また，12-13 世紀ビルマ文字碑文
に見られる不規則韻表記のあるものは，ビル
マ文字草創期に 11 世紀モン文字碑文の韻表
記が混入したものであることが碑文コーパ
スから明らかになった．研究代表者はこの点
について同年 8月の国際シナ＝チベット言語
学会議で発表した． 
③ビルマ文字が少数民族の文字に与えた影
響の事例として，シャン文字に与えた影響を
考察した．旧シャン文字では，開音節で表記
し分けられる母音が閉音節においては表記
上の区別を失う．このような母音記号の「中
和」は，母音記号と末子音字の間に強い共起
制限があるビルマ文字をもとにシャン文字
が作られたことに由来すると考えられる．研
究代表者はこの点を 2014年 2月にAA研で開
催された文字に関する国際シンポジウムで
発表した． 

 
(3)ビルマ語群祖語の再構に向けた研究 
①連携研究者（藪）が 2011年 11月にカチン
州の州都ミッチーナーでビルマ語群に属す
るアチャン語とツァイワ語の語彙・文法調査
を行った．また，研究代表者が 2012年 12月
23日-2013年 1月 8日の間，カチン州の州都
ミッチーナーで語りのテキスト（ロンウォー
語 8 編，ラチッ語 10 編）を収集し，文法化
した動詞列の調査（ロンウォー語），母音長
化が生起する文法的環境の調査（ラチッ語），
動植物語彙の収集（ロンウォー語・ラチッ語）
を行った． 
②ビルマ語群マル下位語群祖語再構の第一
歩として，研究代表者が収集したロンウォー
語・ラチッ語のデータ，連携研究者（藪）が
収集したツァイワ語のデータとビルマ語碑
文コーパスのデータを照合し，初頭子音・
韻・声調の対応関係を検討した． 
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